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1 はじめに

コンピュータ・グラフィックス (CG)，及び，CGの周辺

分野における革新的な技術の発表を募集します．創造的，

独創的な学術的成果をはじめ，CG技術の新しい使い方や

実用例などの応用的成果まで，未来の CG業界を刺激する

幅広い投稿をお待ちしております．

募集するカテゴリは，論文（査読有り，口頭発表）とポ

スター（査読無し）の 2つです．

論文に著者名，所属，謝辞などは書かないでください．

Wordから PDFを作成した場合，文書のプロパティに著

者を特定できる情報が入ることがありますが，そのような

情報は削除してください．

論文は締切前であれば何度でもアップロードできます．

締切を過ぎた投稿は受け付けませんので，時間に余裕を持っ

て投稿してください．

2 論文（査読有り，口頭発表）

学術的な研究成果について，研究の背景，理論，アルゴ

リズム，結果などを紹介する論文を募集します．また，CG

技術の新しい使い方や，CG技術の産業応用に関する論文

の投稿も歓迎します．投稿論文はプログラム委員会での議

論を通じて，ロング発表，ショート発表，不採択のいずれ

かに判定されます．また，ロング・ショートを問わず，採

択論文は査読付きシンポジウム論文（フルペーパー）とし

て扱います．

優秀なロング発表論文にはVC論文賞を，優秀なショー

ト発表にはVCショート発表賞をそれぞれ授与します．受

賞論文にはそれぞれ賞状と副賞を贈呈するとともに，2020

年夏頃に発行されるCGWORLD.jpに掲載予定の「Visual

Computing 2020開催レポート」(仮題)の中で論文紹介さ

れます．

3 ポスター（査読無し）

完成された研究のみならず，新しいアイデア，進行中の

研究紹介など，さまざまな性格の発表を募集します．VC

のポスターでは，「既存技術について，自分の頭で考え直し

たこと」もオリジナリティであるとして発表を歓迎します．

優秀なポスターについては VCポスター賞を授与します．
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